
岩倉市男女共同参画基本計画 2021-2030進捗状況報告書 2023質疑一

覧 

 

施策：１-（１）-① 

人権に関する教育・啓発 

質問 

・内容 

成果指標☆２の人権啓発研修会の参加者数が昨年より倍増していますが、

なぜですか。コロナ禍明けあるいはテーマが良かったのですか。 

・回答 

【担当課：福祉課】 

 新型コロナウイルスの５類感染症への移行により人の動きが活発になった

ことに加え、令和５年度に講師をお願いした日本福祉大学青木聖久教授の知

名度の高さも動員に影響したものと推測しています。 

 

質問、意見 

・内容 

人権教室がなぜ全校で行われていないのか、これだけ大事な問題を何で一

部の学校でしか開催されていないのか、非常に気になります。 

人権擁護委員による人権教室以外での、学校での人権教育の取り組みにつ

いて教えてください。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 人権擁護委員が実施する人権教室は、１年ごとに小学校を持ち回りで実施

していますが、学校の授業枠を確保することや人権擁護委員で全校を回るこ

とは難しいところがあるため、現状の対応となっています。 

なお、学校の授業内で人権についての内容を取り扱っており、人権擁護委員

の活動と連携して進めていきたいと考えています。 

【担当課：学校教育課】 

人権教室以外にも、各学校では様々な人権教育の取り組みを実施し、人権教

育の推進を図っています。 

【人権講演会】 

・式町 水晶氏（ヴァイオリニスト） 

10月 11日～11月 30日／岩倉北小学校・岩倉南小学校・五条川小学校・曽野

小学校・岩倉中学校 



・松本 紀生氏（写真家） 

12月 14日／岩倉東小学校 

・大野 寿子氏（闘病中の子ども達の支援活動者） 

11月９日／南部中学校 

・旭堂 麟林（講談師） 

12月 21日／南部中学校 

【大型紙芝居の上演】 

 （11月～/各小学校）「四つ葉のクローバー」「そらをとびたかったペンギン」

「いすになった木」「にじいろのしまうま」「２番目の悪者」「とべないホタル」

「かたあしだちょうのエルフ」「にじ色のさかな」「ちびゴリラのちびちび」「た

った３びきだけの池」 

【人権ひまわりの啓発】人権ひまわりの種の配布 

 

質問、意見 

・内容 

子どもの声を生かした児童館事業として「こどものき・も・ちカード」を回

収していますが、これをどう活かされていますか。 

また、子どもの権利についてのアンケートの回収率も低いと思いますが、評

価Ａをつけられているのも気になりました。 

・回答 

【担当課：こども家庭課】 

こどものき・も・ち企画は、子どもの意見を児童館事業に反映させるという

企画です。令和５年度は、児童館でやりたいあそびというテーマで質問し、結

果 152 件の意見が集まり、その中から選出したあそびを各児童館行事として

実施しました。 

第一児童館 きょだいマンカラであそぼう 

第二児童館 クリスマスかざりつくりマス 

第三児童館 逃走中 

第四児童館 雪（新聞紙）であそぼう！ 

第五児童館 なわとびたいけつ 

第六児童館 レッツラ！マンカラ！！ 

第七児童館 モルックアウト 

 子どもの権利についてのアンケートについては、新たな取組みとして、小・

中学校や保育園・幼稚園を通じて案内文を配布し、案内文に掲載した二次元バ

ーコードを読み取っていただき Webで回答していただく形式で実施しました。   

また、未就園児、市外へ通園している子どもの保護者と高校２年生にあたる



年齢の子どもとその保護者には郵送により案内文を配布し Web で回答してい

ただきました。通信環境がない方についてはアンケートを郵送する旨も案内

して対応しました。 

 また、子どもの権利についてのアンケート調査の子ども用につきましては、

小中学校の先生のサポートを受けながら学校でタブレットを用いて回答いた

だくようご協力をお願いして回収率の上昇に努めました。 

 アンケート調査を委託した業者の話では一般的なアンケート調査の回収率

は高くて 40％程度ということでしたが、回収率の上昇に努めた結果、Web回答

として新たに取り組んだにも関わらず、比較的高い回収率とすることができ

たと考えています。 

 

施策：１-（１）-② 

ハラスメント防止の啓発 

質問 

・内容 

成果指標☆３ハラスメントに関する研修の実施数の実績として例年と同じ

研修会を一回行っていますが、消防署内においてセクハラ事件が発生し、当事

者は懲戒処分となりました。この事案を受けて、署内全体で再発防止のための

独自の研修会や勉強会を行いましたか。あるいは、これまでの研修内容を顧

み、内容の見直しや変更などが行われましたか。 

・回答 

【担当課：消防本部総務課】 

武蔵野大学心理臨床センター精神保健福祉士を講師に消防職場のハラスメ

ント対策研修会を実施しました。 

全職員に対しハラスメントに対するチェックシートを用い、ハラスメント

に該当する行為が行われていないかを確認することで、早期の把握ができる

よう実施しました。 

職員面談（目標管理面談等）でも定期的にハラスメントに対するチェックシ

ートを活用し、確認を行い再発防止に努めています。 

職員相談窓口を設置し、相談員として職員アンケートにより選考された３

名を置いています。 

【担当課：秘書人事課】 

ゼロハラスメントの職場環境に向けて、ハラスメントをしない、起こさせな

い良好な職場づくりに努めるよう全職員あて通知しました。 

令和６年度独自研修において、グループ長以上の職員を対象としたハラス

メント防止研修の実施を予定しています。 



 

施策：１-（１）-③  

国際理解の促進と多文化共生社会の実現に向けた啓発 

質問、意見 

市国際交流員が、学校教育に関わる時間が長く、一般市民と交流する機会が

とても少ないです。より多くの市民と交流できるよう、お願いします。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 当市では、国際交流員はＡＬＴとして中学校の英語授業補助を行うほか、国

際交流の観点から、小学校や保育園で外国文化に触れる機会を提供するとと

もに、子育て支援センターで英語を使った遊びの機会を提供しています。 

 今後、市のイベント等への参加など、市民との触れ合いの時間も保てるよう

検討します。 

 

意見 

市国際交流協会の日本語教室は「日本語ひろば岩倉」、外国籍子弟の学習支

援は「みらいクラス」と表記していただきたいです。 

また、１行目の協会の事業については「コロナ禍も明け、回復しつつあり」

の状況です。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 ご意見を参考に修正させていただきます。 

 

施策：１-（１）-④  

 性的少数者への理解促進 

意見 

・内容 

記載の表現ですが、LGBTより LGBTQ＋のほうが良いのではないでしょうか。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 現行計画では、LGBT と表記しておりますが、計画を見直す際には、参考に

させていただきます。 

 

 



施策：１-（２）-① 

 啓発活動の推進 

質問 

・内容 

昨年の学校教育課の回答に、「アンコンシャスバイアスに気づいている中学

生は少ないと感じる」とありました。協働安全課の成果は「啓発を実施した」

とありますが、この認識の違いは何でしょうか。あまり響かなかったのでしょ

うか。「啓発」は具体的に何をされたのですか。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 市民に対しての啓発活動としては、生涯学習講座として全４回の男女共同

参画講座を開催することや市役所やふれ愛まつり会場にてパネル展示を行う

ほか、男女共同参画に関する情報を広報誌に掲載するという取り組みを行い

ました。 

中学３年生に対しては、男女共同参画基本計画概要版（パンフレット）の配

付を啓発活動として行い、学校での人権教育に活用してもらいましたが、効果

測定については行っていません。 

 

施策：１-（２）-②  

学校教育を通じた男女共同参画社会への理解 

質問 

・内容 

制服の見直しの結果、学校現場においてどのような変化がみられましたか。

生徒たちの意識に変化はありましたか。 

・回答 

【担当課：学校教育課】 

新学年からの変更であり、２・３年生は旧制服を着用している生徒も多いた

め、学校現場からは制服見直し後の意見などはいただいていませんが、気候に

応じた調整がしやすくなったため、今年度の猛暑などに有効的であったかと

思われます。 

 

 

 

 

 



施策：２-（１）-①  

雇用対策の充実、就業・生活支援 

質問 

・内容 

成果指標☆２の生活自立支援相談室における延べ相談数が、目標値の倍以

上になっていますが、この倍増の原因は、１人の方の複数回相談で延べ数が増

えているのですか。この相談件数の増加の原因は何と考えていらっしゃいま

すか。 

また、目標値をこのまま低い値のままにするのですか。相談しやすい環境を

整え、相談数の増加を目標とするのが良いかどうかは分かりませんが。 

・回答 

【担当課：福祉課】 

コロナ禍による支援施策の相談等にともない令和２年度の相談件数は前年

度の 478 件から 1,241 件と大きく増加しました。社会状況により相談件数の

増減がみられる状況です。また、継続した相談支援が実施できるよう相談機関

においても次回の面談の約束をとりつけるなど、継続支援から本人の自立助

長につながるような支援に取り組んでいます。 

 

施策：２-（１）-②  

人材育成・能力開発の支援 

質問 

・内容 

勤労者としてのキャリアプランニングと同時に生活者としてのワーク・ラ

イフ・バランスについて学ぶ機会はありますか。 

・回答 

【担当課：学校教育課】 

 具体的に生活者としてのワーク・ライフ・バランスについて学ぶ機会を設け

てはいませんが、小中学校の発達段階に応じた職場体験を中心としたキャリ

ア教育を進めていいます。 

 

施策：２-（２）-② 

 女性の就労環境改善に向けた普及・啓発・支援 

質問 

・内容 

リーフレット等の内容は分かりませんが、事業所への啓発以外に、商工農政



課から広く市民に啓発する取組となっていますか。 

・回答 

【担当課：商工農政課】 

事業実績で報告した内容と重複しますが、広く市民に啓発する取り組みと

しては、愛知県が行う、再就職を考える女性を応援する「ママ・ジョブ・あい

ち」の出張相談を岩倉で実施した。また、女性たちの職場復帰・再就職準備セ

ミナーを開催した。 

 

施策：２-（３）-①  

ワーク・ライフ・バランスの普及や多様な働き方と暮らし方の促進 

質問 

・内容 

成果指標☆２の男性職員の育児休業の取得率について、昨年、「100％をめざ

す」との回答でしたが、昨年同様 R12の目標値「―」となっています。『基本

計画』が「―」だと、訂正なくずっと「―」ということですか。 

育児休暇取得率は向上していますが、介護休暇や介護離職の現状はどのよ

うになっていますか。 

・回答 

【担当課：秘書人事課】 

育児休業の取得率目標値は、岩倉市における女性職員の活躍の推進に関す

る特定事業主行動計画（以下「計画」という。）に規定しています。計画期間

が令和３年度～令和７年度であることから、令和 12年度の目標値は定めてい

ません。 

なお、「こども未来戦略方針」（令和５年６月 13日閣議決定）において、国・

地方の公務員に係る男性の育児休業取得率の政府目標（現行は令和７年まで

に 30％）について、令和７年までに１週間以上の取得率を 85％に引き上げる

こととされたことから、岩倉市においてもこの趣旨に則り、令和６年３月に目

標値を 10％から 85％に改定しています。 

また、介護休暇は、近年１年に 1名程度が取得しており、介護を理由として

離職する事例は認識していません。 

 

 

 

 

 



施策：２-（３）-②  

家庭生活・地域活動における男女共同参画の促進 

質問 

・内容 

個人差はありますが、ケアマネさんが「親孝行の呪い」をかけたり、育児の

先輩が講師として「３歳児神話」や「母性神話」を熱く語ったりということが

あります。このようなケアマネさんや講師にあたってしまうと相談者、受講者

は不安になってしまいませんか。講師の意識を確認してお願いしていますか。 

・回答 

【担当課：長寿介護課】 

ケアマネさんについては、親孝行の呪いをかけることなく、適切に介護サー

ビスに繋げているものと考えています。 

【担当課：健康課】 

 講師の選定にあたっては目的や意図をお伝えしており、当日の内容もスタ

ッフが確認しています。 

【担当課：こども家庭課】 

子育て支援センターでは、愛着形成を円滑に進めるために、子育て中の保護

者の立場や心情に共感し、保護者が自己を肯定できるようなコミュニケーシ

ョンを心がけて相談業務を実施しています。また、保護者自身が健康でバラン

スの取れた状態であることが、こどもにとっても良い環境となることが重要

であるため、バランスボールやヨガを取り入れた子育て講座も実施していま

す。育児に対して不安を抱えている保護者に対しても、子育て支援センターに

おいて面談や電話にて相談を実施し、日常的な来所においても保護者の様子

を見ながら丁寧な声掛けを行っています。 

 

意見 

・内容 

認知症サポーター養成については、４-（２）-①で記載されていますが、介

護者を初めて受け入れるかもしれない家族や将来の介護について知識をつけ

ておきたい人たちに対して、介護について学習する機会の実績が介護保険の

説明会だけでは、不十分のような気がします。昨年の回答の市民講座や映画上

映会はどこの実績になっていますか。この欄への記載でもいいのではないで

しょうか。 

・回答 

【担当課：長寿介護課】 

介護について学ぶ機会については、介護保険制度説明会の他、岩倉まちづく



り出前講座にも介護保険制度の講座を設けています。また、在宅医療・介護連

携推進事業でも市民向けの出張勉強会等を行っておりますので、周知に努め

ます。 

市民講座や映画上映会をどの施策に記載すべきかは検討していきたいと思

います。 

 

施策：３-（１）-① 
 審議会などへの女性の参画の拡大 

質問 

・内容 

各種審議会の女性登用率の一覧表をお示し下さい。昨年の会議の回答であ

った「防災会議の女性審議員 50％めざす」には近づきましたか。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 一覧表は別添のとおりです。防災会議は各種団体の代表者を任命している

ため、現状変更はありません。 

 

施策：３-（２）-② 

 市民活動・市民協働の活性化 

意見 

・内容 

未来寄合の開催で各地区の特性、展望が広がる良い機会の創出だったと思

います。これまでも、何度も「まちづくり」「町おこし」などの会議や集まり

があり、「いわくら」を見つめ直してきました。参加者は非常に楽しく前向き

に参加できたのですが、その集約された結果が具象化・継続性のあるものとし

てみえた、と一市民としては断言できません。未来寄合の今後に期待しており

ます。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 ご意見ありがとうございます。未来寄合では、地域課題を抽出しその課題解

決のために地域と一緒に取り組んでいくことを想定しています。今後、モデル

地域を選定し、アンケートを行ったのち、地域内で取り組む内容を地域住民と

ともに具体化していけるよう検討を進めております。 

 

 



施策：３-（２）-③ 

地域における国際理解と多文化共生の推進 

質問 

・内容 

成果指標☆５国際交流や外国人との共生に満足している市民の R５実績値

は 93.6％ですが、広報５月号に掲載された令和５年度に実施した市民意向調

査結果では重要度も満足度も低い位置にありました。この差異の発生は、どち

らも市民ですが、調査対象によるものでしょうか。この差異をどのように解釈

し、対応しますか。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 調査対象は無作為抽出によるものであることから、普段外国人と接する機

会のない方の回答も含まれているため、高評価となっている側面も想定され

ます。意向調査の結果としては、全体として関心の低さが想定され、多文化共

生施策の更なる推進が必要であると考えています。 

 

意見 

・内容 

日本語を学びたい学習者は、コロナ禍が明け、次第に増え（特にアジア系）

ています。 

国際交流協会の日本語教室だけでは、スタッフや開催日時の少なさもあり、

入室待ちが恒常的に発生しています。この状況を打開するための支援をお願

いします。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 国際交流協会の日本語教室「日本語ひろば岩倉」については非常に重要な取

組であり、実施に関し感謝しております。活動に対する支援を進めていけるよ

う検討します。 

 

意見 

・内容 

学習支援「みらいクラス」の児童や生徒も増加傾向にあり、しかし、スタッ

フ人数は開所当時のままです。子どもの将来を左右しかねない責任もありま

すが、教員や塾講師など経験者の学習支援スタッフの支援をお願いします。 

・回答 



【担当課：協働安全課】 

 外国人児童向けの学習支援である「みらいクラス」については非常に重要な

取組であり、実施に関し感謝しております。活動に対する支援を進めていける

よう検討します。 

 

質問 

・内容 

中学生のモンゴルへの海外派遣事業は、学校現場の多文化共生を学ぶ生徒

全体において、どのような位置を占めていますか。 

・回答 

【担当課：学校教育課】 

 海外派遣事業参加者は 10人ですが、派遣後、参加者を中心とした派遣報告

会を両中学校等で実施するなど、多文化共生を学べる機会を設けています。  

 

施策：３-（３）-① 

 地域リーダーの育成 

質問 

・内容 

災害ボランティア講座の参加者の半数以上が女性です。この講座では、災害

時のボランティアを適材適所に配置するなどの管理、運営を行うリーダーの

養成もしていますか。 

防災訓練を行った際、女性や若い世代の新鮮な視点が見いだされましたか。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 以前は、管理運営を行う災害ボランティアコーディネーター養成講座を実

施していたようですが、参加人数の減少やボランティアの高齢化などもあり、

災害ボランティアコーディネーター養成講座ではなく、災害ボランティア講

座にシフトしたようです。 

 防災訓練に限らず、女性視点の重要性は認識しています。避難所での女性専

用相談窓口の設置など新たな発見もありました。 

 

質問 

・内容 

「健幸づくりサポーター」として、保健推進員、食の健康づくり推進員の仕

事に加え、新しいアプローチとしてはどのような取組をしますか。 



・回答 

【担当課：健康課】 

市民を対象として健幸づくりサポーター養成講座を開催し、健康づくりボ

ランティアを募り、養成しました。行政区単位で実施していた保健推進員活動

を市全体の健幸づくりサポーター事業とすることで、行政区に関わらずに市

民が参加しやすいようにしました。 

 

施策：３-（３）-③ 

子どもや若者の育成支援のためのネットワークづくり 

質問 

・内容 

今後の取り組みとして、アウトリーチに通じた継続的支援とありますが、具

体的にはどのような取組をする予定ですか。 

・回答 

【担当課：福祉課】 

令和 6年度から福祉課にて「重層的支援体制整備事業」の一環として、福祉

総合相談窓口を設置し、社会福祉士や保健師を配置しています。引きこもり相

談があった際には、必要に応じて職員が自宅訪問するなどアウトリーチを通

じた支援を実施しています。 

 

質問 

・内容 

コミュニティが出来上がっているいないに関わらず、孤立しやすい外国籍

の母親たちに対し、日本人も含めたネットワーク化にむけて支援を行ってい

ますか。 

・回答 

【担当課：健康課】 

 外国籍の母親たちに特化したネットワーク化に向けた支援は行っていませ

んが、出産した母親全員に訪問または面談を実施し、様々な子育て情報の案内

をする中で、親子で参加できる交流会も紹介しています。 

 

 

 

 

 



施策：４-（１）-② 

子育て、子育ち・親育ち支援 

質問 

・内容 

かつて岩倉市は子育てしやすい街として自負していた時代もあったのです

が、現在、成果指標☆２幼い子供を育てる所として“良い”と思う市民の割合

が減少し、残念なことです。この停滞感をどのように分析しますか。 

・回答 

【担当課：こども家庭課】 

 本市では、現在でも、子育てしやすいまちを目指して様々な施策を実施して

おります。しかし、情報として子育て世代に浸透していない情況があると感じ

ていました。そこで、今までに行ってきた子育て支援策に加えて、令和６年度

から新たに実施したものや拡充したものを加え、主なものを「岩倉市こどもま

んなかアクション」としてライフステージ順に取りまとめ分かりやすく一覧

表にしました。合わせて、「こどもまんなか応援サポーター」となって、こど

もまんなかアクションを進め、こどもが安心して成長できる社会を作り、彼ら

が自己実現し、自身の夢を追求できる環境をつくることを決意し、こどもの未

来を応援していくことを宣言しました。 

 子育てしやすいまちづくりを進め、こどもが成長する過程で、その瞬間にし

かない子育ての喜びを大切にできる環境を作り、その子育ての喜びを、２人

目、３人目へとつなげていけるようなまちとなるよう取り組んでいきます。 

 

質問 

・内容 

今後の取り組みとして記載のある、アンケートで把握した情報と保健事業

の参加時に保護者のニーズを把握し、教室等での情報提供するとは具体的に

どのようなことを行いますか。 

・回答 

【担当課：健康課】 

パパママセミナーについてのアンケート結果では、「父母共に産前に用意し

ておくとよいこと」、「パパ、ママの心得について知りたい」「沐浴」という回

答が多かったため、講義に具体的な内容を取り入れました。また、アプリやホ

ームページから情報を入手する傾向があるため、市ホームページに育児に関

する動画の周知をするとともに、参加申し込みを電子申請できるようにしま

した。 

 



施策：４-（１）-③ 

 子どもを守る地域環境の整備 

質問、意見 

・内容 

この夏の猛暑も大変でしたが、子どもたちの暑さ対策として、「子ども 110

番の家」のようなクールシェア空間や、ニュースでありましたが企業支援によ

る給水所の飲料提供などに取り組む予定はありますか。 

・回答 

【担当課：学校教育課】 

 「子ども 110番の家」のようなクールシェア空間としては、PTAを中心に一

部の小学校で取り組みが行われています。企業支援による給水所の飲料提供

などに取り組む予定は現在ございません。 

 

質問 

・内容 

「岩倉市交通安全母の会」の名称変更の予定はありませんか。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 令和６年５月に「岩倉市交通安全保護者会」へ名称を変更しました。 

 

施策：４-（２）-② 
 高齢者を支える体制の充実と権利擁護 

質問 

・内容 

タクシー料金の助成はありますが、タクシーを使用し、1人で買い物に行く

ことが身体的にも不安な場合、ヘルパーさんが付き添うなどの支援はありま

すか。 

・回答 

【担当課：長寿介護課】 

要介護認定を受けている方であれば、必要に応じて、介護保険サービスの訪

問介護でヘルパーさんの同行が可能な場合があります。 

 

 

 

 



施策：４-（３）-④ 

 成人の健康づくりの支援 

質問 

・内容 

胃カメラや局部麻酔などの受診費用は不明ですが、高齢者が受診をためら

う胃のバリウム検査など、より受診してもいいかなと思える取組をしていま

すか。 

血液検査項目に腫瘍マーカーなどを増やすなどの支援はできませんか。 

・回答 

【担当課：健康課】 

集団検診の胃バリウム検査の自己負担が 1,300 円なのに対して、個別検診

の胃バリウム検査は 4,000円（令和５年度）と高額でしたが、令和６年度から

2,500円に自己負担額を少なくしました。また、個別検診の胃カメラは 5,200

円（令和５年度）だったものを、令和 6 年度から 3,500 円に引き下げたこと

で、選択して受診しやすくなったと考えています。 

がん検診の実施方法としては、厚生労働省の「がん予防重点健康教育及びが

ん検診実施のための指針」に準じて実施していますので、腫瘍マーカー等、独

自の方法を導入する予定は今のところありません。 

 

施策：４-（４）-② 
 障がい者の生活の安定と自立のための支援 

質問 

・内容 

成果指標☆２生活・自立支援など障害者（児）福祉に満足している市民の割

合は 83.5％ですが、実際に当事者たる障がい者及びその家族の満足度はいか

がですか。 

・回答 

【担当課：福祉課】 

第６期岩倉市障がい者計画の策定にあたり、当事者に対するアンケートを

実施しておりますが、満足度調査ではありませんので、障がい者・児福祉全般

に満足しているかといった趣旨の設問は設定していません。 

 なお、アンケートの結果については、計画書内で個別の生活場面におけるニ

ーズの掘り起こしのための分析をしております。 

 

 



質問 

・内容 

成果指標☆４グループホームで生活している障がい者の人数は倍増してお

り、かつ、目標値を超えてしまっています。 

今後、障がい者及び世話をしている主に親が高齢化し、日本人の利用者が増

加するだけでなく、外国籍の利用者も増えていくと予想されます。現場は疲弊

していませんか。 

ヘルパーさんの人材育成には時間も費用もかかります。インドネシア、ブラ

ジル系などの外国籍のヘルパーさんの採用は増加していますか。 

今後、ヘルパー不足、それに伴うサービスの低下などに対し、どのように対

応していく予定ですか。 

・回答 

【担当課：福祉課】 

 障がい者福祉において、障がい者が生まれ育った地域で暮らすこと、親亡き

後の生活拠点を確保することが、非常に重要であります。そのためには、グル

ープホームや居宅介護が果たす役割は大きいものであると認識しています。

事業所の増加に向けて、関係機関と連携し、支援していく必要があると考えて

います。 

 一方で、受け皿となる介護事業所には、人材確保について課題があることも

認識しています。一般的に、他業種に比べ人材の定着率が低いと言われること

について、現場の疲弊感が原因となっている可能性は否定できません。事業所

の課題解決の側面から、人材の確保・定着についても、関係機関と連携を図り

ながら支援を進める必要があります。 

 なお、各事業所で外国籍の方がヘルパー等として雇用されているかについ

ては、現在のところ把握しておりません。 

 

施策：４-（４）-③ 

複合的に困難な状況に置かれている家庭への相談・支援体制の充実 

質問、意見 

・内容 

昨年、「ヤングケアラー」や「きょうだい児」への支援や心のケアサポート

について福祉課からの質問の回答が「気になる児童がいた場合、児童虐待対応

等での関係機関で情報共有され、連携を図りながら支援」とありましたが、「ヤ

ングケアラー」「きょうだい児」は虐待事案ですか。このような認識では、彼

らの「心」が救われる気がしません。 

また、対応等の「等」は具体的に何が含まれていますか。 



・回答 

【担当課：こども家庭課】 

 ヤングケアラー支援については、日頃からの児童との関わりの中から、些細

な変化からの気づきや相談があると考えます。児童福祉分野において、気にな

る児童を把握した場合、家庭児童相談室を中心に、関係機関で検討する場で情

報共有して、連携を図りながら介入しています。 

この関係機関で情報共有をする場では、虐待が疑われる事案の他、養育環境

の心配や子育てに不安の強い事案なども含まれ、児童虐待対応以外の支援も

検討しているため、こうした表現となっています。 

 

施策：５-（１）-② 

女性や若年層に対する性暴力やＤＶの根絶 

意見 

・内容 

ある集まりで「デート DV」（経済的暴力、精神的暴力、性暴力など）に関す

る DVDを視聴しながら、年配の男性から「こんなことあるの？昔はなかった。」

という発言がありました。かつては、給与が現金支払いだった時代に給与を家

に入れないなどの経済的暴力もあったにも関わらず、「男の甲斐性」で黙殺さ

れてきました。いまだ意識の変わらない世代もいるのだと実感した次第です。 

幅広い年代に向け、それぞれの世代に生きてきた時代を考慮した啓発活動

が必要と考えます。 

・回答 

【担当課：こども家庭課】 

 デート DVなど配偶者、交際相手、性別に関わらず、暴力、性暴力の防止の

意識啓発に向けた広報活動を検討し、周知に努めます。 

 またそれぞれの被害に対する相談窓口も幅広く設置されているため、被害

者が相談できるように相談窓口の周知啓発にも努めます。 

 

全体に関すること 

質問、意見 

・内容 

前から疑問でしたが、《現状と目標値》の表で「成果指標」の R１が「現状

値」となっていますが、「過去値」あるいは「比較値」ではないでしょうか。 

辞書には現状が現在の状態、実績は実際に表れた成績、それまでに残してき

た成績となっていました。 



したがって、現状値と実績値の縦線を消して、一枠で「実績値」、その下に

「年度」で良いと思います。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 ご意見ありがとうございます。計画を見直す際には、参考にさせていただき

ます。 

 

質問、意見 

・内容 

市民アンケートのデータ利用年度について、P２は R２と R４、P９☆２では、

H30と R４で市民アンケートの結果データが、H30, R２,R４と混在しているの

はなぜですか。 

また、☆４昨年は「―」だったのに、今年は「93.6」と入っています。市民

アンケートを根拠とするなら、93.6（R４）と記載すべきでないでしょうか。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 市民意向調査は５年に１度実施（最近だと令和５年、平成３０年度）、市民

アンケートは市民意向調査の行われない年度（最近だと令和４年度、２年度）

に実施しています。質問項目は調査ごとによって若干異なっており、共通の質

問項目があるものについては成果指標として記入していますが、質問項目が

ないものについては、過去の調査の数字を掲載しています。 

Ｐ９☆２の「18.3(H30)」は市民意向調査の結果ですので根拠欄に追記させ

ていただきます。 

 P２☆４の「93.6」については、令和５年度の市民意向調査の結果となりま

すので、根拠欄に追記させていただきます。 

 

質問、意見 

・内容 

P７の《現状と目標値》について、根拠がどちらも「男女共同参画に関する

市民調査」で「現状値」☆１は H30 で☆３は R２となっていますが、「男女共

同参画に関する市民意識調査」を２回実施しましたか。 

また、P７の根拠欄「市民意向調査」は H30 と R５の 2 回ですよね。やはり

年度を記載しておいた方が良いのではないかと思います。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 ☆１の根拠に誤りがありました。正しくは市民意向調査で、令和５年度の実



績値は「86.1」ですので、訂正します。 

 調査年度の記入については、次年度の参考とさせていただきます。 

 

質問、意見 

・内容 

広報５月号に掲載された令和５年度に実施した市民意向調査結果の項目で

「男女共同参画」は「重要度」「満足度」ともに平均以下の低い値になってい

ます。多様性や働き方改革など人権尊重が声高に叫ばれる現在、この市民の意

向調査の結果をどのように受け止め、施策の改善・打開策を行っていく予定で

すか。 

男女共同参画セミナーも年に一度ですが、かつては講演会とセミナーと隔

年で行う、という取組を行っていくはずでしたがどう考えていますか。 

ただ、講演会などでは参加者がどうしても受け身になってしまうので、能動

的に参加できる機会を設けていただきたいです。今回は、調理実習があります

が、献立作り、買い物、色よく配膳などシャドーワークに気づき、それによっ

て意識付けもできるような参加型ゲーム等も良いと思います。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 市民意向調査の結果については、市民の関心度の低さが露呈したものと考

えています。市民の関心を高められるよう検討を進めたいと思います。 

また、セミナーについては、毎年実施する男女共同参画講座に加え、あいち男

女共同参画財団が行うサテライトセミナーの共催先募集に応募しており、本

市との共催が可能な年は実施する形で進めています。概ね２、３年に１回は開

催ができています。 

 

意見 

・内容 

市がいろんなことをやられているということに今まで全く知りませんでし

た。 

子どもが学校からチラシをもらってきたり、広報誌なども毎月ポストの中

に入っていますが、なかなかそれをじっくり読む暇がありません。 

子どものことについて大事なことが書かれているであろうチラシも忙しく

て見ることができません。皆さんチラシはそのまま捨てていると聞いていま

す。 

図書館や市民プラザなどで啓発ポスターなど貼られたようなことも書いて

ありますがわざわざそこへ出かけて行ってみるということもありませんし、



本を借りたら図書館からすぐ帰ってきてしまうので見たりすることもないで

す。 

せっかく色々と市としてはやっていてもそれが相手に伝わる手段でなけれ

ば、絵に描いた餅になっているような気がしてなりませんでした 。 

・回答 

【担当課：協働安全課】 

 市の取組については、市民の目につきやすい方法を考え、柔軟に対応してい

く必要があると考えています。また、市民の関心を引く内容の事業を検討して

いきたいと思います。 

 


